
神奈川県スポーツ推進計画（令和５年３月見直し版）概要 

 

１ 見直しの経緯 

 東京 2020大会等の開催による県民意識の高まりや、新型コロナウイルス感染症等の影

響を踏まえ、国の第３期スポーツ基本計画を参酌し、「神奈川県スポーツ推進計画」を見

直しました。 

 

２ 主な見直し項目 

（１）基本目標（②を新たに設定） 

    ① 誰もが、「いつでも」「どこでも」「いつまでも」スポーツに親しめる生涯 

スポーツ社会の実現 

≪新規≫② スポーツの持つ力による、前向きで活力ある社会と、共生社会の実現 

 

（２）数値目標（障がい者の実施率を新たに設定） 

   数値目標について、「成人」と「子ども」のスポーツ実施率の数値目標を引き続き設

定するとともに、新たに、「障がい者」のスポーツ実施率を設定しました。 

成人のスポーツ実施率 

週 1回以上 

週３回以上 

非実施率 

65％ ⇒ 70％ ≪引き上げ≫ 

30％ ⇒ 35％ ≪引き上げ≫ 

０％      ≪継続≫ 

子どものスポーツ実施率 
週３回以上 

非実施率 

55％      ≪継続≫ 

10％ ⇒ ７％ ≪引き下げ≫ 

障がい者のスポーツ実施率 週１回以上      40％ ≪新たに設定≫ 

 

（３）施策・事業の視点の見直し（新たな視点を設定） 

   ラグビーワールドカップ 2019™、東京 2020大会、ねんりんピックかながわ 2022な 

ど大規模スポーツイベントの成功により県民のスポーツに対する関心や共生社会への 

理解・関心が高まっている中、スポーツの持つ力を活用し、地域活性化や共生社会の 

実現に向けて、これまでの視点を見直し、新たな視点を設定しました（視点３）。 

   

 

 

  

 ○ 視点１ 誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の推進 

 ○ 視点２ スポーツ活動を拡げる環境づくりの推進 

 〇 視点３ スポーツの持つ力による地域活性化、共生社会の実現 

別紙 



３ 主な取組み 

 （１）視点１ 誰もが生涯を通じて楽しめるスポーツ活動の推進 

   ・ 3033（ｻﾝﾏﾙｻﾝｻﾝ）運動の推進 

   ・ 公立中学校における休日の運動部活動の地域移行 

   ・ タレント発掘・育成の支援 

   ・ スポーツ医・科学、栄養サポートの支援 

   ・ 女性のスポーツ実施への取組促進 

   ・ スポーツによる未病改善の実践 など 

 （２）視点２ スポーツ活動を拡げる環境づくりの推進 

   ・ 県立スポーツセンターのスポーツ推進拠点としての整備 

   ・ 障がい者アスリートの育成・支援 など 

 （３）視点３ スポーツの持つ力による地域活性化、共生社会の実現 

  （スポーツを通じた地域活性化） 

   ・ スポーツツーリズムの推進 

   ・ プロスポーツチーム等との連携 

   ・ 東京 2020大会のレガシーを継承するための取組み など 

  （スポーツを通じた共生社会の実現） 

   ・ 「かながわパラスポーツ」の推進 

   ・ 県立スポーツセンターを活用した障がい者スポーツの推進 など 

 

４ 見直し後の計画の構成 

Ⅰ 計画策定の考え方 

 １ スポーツの意義と効果 

 ２ 計画策定及び見直しの趣旨 

 ３ 計画の位置付け 

 ４ 計画の目標年度 

 ５ 計画における「スポーツ」の捉え方 

 

Ⅱ スポーツを取り巻く現状と課題 

 １ 社会の動向 

 ２ 本県におけるスポーツの状況 

 ３ 計画の総合的評価（これまでの取組 

みの成果と課題） 

 

Ⅲ スポーツ推進の展望 

 １ 基本目標 

 ２ 数値目標 

 ３ 施策の基本的な方向 

Ⅳ スポーツ推進の施策展開 

 １ スポーツ推進の施策・事業体系 

 ２ スポーツ推進に向けた施策・事業 

  視点１ 誰もが生涯を通じて楽しめる 

スポーツ活動の推進 

  視点２ スポーツ活動を拡げる環境づ 

くりの推進 

  視点３ スポーツの持つ力による地域 

活性化、共生社会の実現 

 ３ 施策の総合的かつ計画的な推進のた 

めに必要な事項 

 

Ⅴ 資料 

 １ 用語解説・索引（50音順） 

 ２ 計画の見直し経過 

 ３ 神奈川県スポーツ推進条例 

 ４ かながわパラスポーツ推進宣言 

 ５ ともに生きる社会かながわ憲章 
 

※ 下線部は項目を追加した箇所（視点３は、見直し前の「オリンピック・パラリンピ 

ックなどを盛り上げていく取組み」を大会終了に伴い削除し、新たな視点として設定） 


